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市場で選ばれる新たな価値の創造

デザイン経営と知財戦略

デザイン経営報告会



弁護士法人内田・鮫島法律事務所代表弁護士

1985年 東京工業大学金属工学科 → （株）フジクラ 電線材料研究

1992年 日本IBM 知的財産部 （弁理士登録）

1999年 弁護士登録

2004年：地域中小企業知的財産戦略啓発プロジェクト 主査（委員長）

↓ 2012年 知財功労賞（経済産業大臣表彰）受賞

2025年： J-Startup（METI) 公式サポーター・推薦委員

テックプランター（リバネス）経営支援パートナー

特許庁ベンチャー支援プロジェクト委員等々ベンチャー関連活動多数

2020年：「研究開発型スタートアップと事業会社のオープンイノベーション促進のためのモデル契約書」
プロジェクト座長（METI)

2022年：カーブアウト研究会（METI) 座長

2023年：VCM(Venture Client Model)研究会(METI) 座長

2025年：デザイン経営プロジェクト委員

（著書）

「技術法務のススメ」（日本加除出版・2014）

中小企業を念頭に置き、知財と法務の融合を論じた書

「知財戦略のススメ」（日経BP・2016）

ビジネスマン（スタートアップ経営者含む）のための知財戦略読本

★直木賞小説「下町ロケット」に登場する正義の弁護士(神谷)のモデル
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第１部

「トラディッショナル知財」
（知財戦略は参入障壁を形成し、利益率を維持するためのツール）
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第2部

「デザイン経営」
知財創造サイクル的な観点（創造・保護・活用）
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「デザイン経営」を創造・保護・活用という観点から引きなおす
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保護

・従前から大きな変化はない。←権利行使性／侵害検出性は劣後してもよい？

・「保護」ができない、必要がない知財も多い。





第3部

デザイン経営の意義
「よい物を安く売る」経営から、

「物に付した付加価値なりの価格で売る経営」へ
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「よい物を安く売る」経営（昭和）

「品質／価格のバランス」がユーザの選択基準。日本がある時期、最高だった。

↓

アジア勢の台頭により、「品質／価格のバランス」で勝てなくなった（平成）

↓

知財はその場合の「敗者復活手段」 しかし、もはやそれも限界に来ている
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「物に付した付加価値なりの価格で売る」経営（令和）





第４部

なぜ「特許庁」がデザイン経営を

普及啓発するのか？
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ご清聴ありがとうございました！

「技術法務で日本の競争力に貢献する」

弁護士法人内田・鮫島法律事務所
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